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小
・
中
学
校
の
教
室
に
ク
ー
ラ
ー
設
置

特
別
教
室
に
も

小
中
学
校
へ
の
ク
ー
ラ
ー

設
置
を
求
め
た
当
初
は
「
子

ど
も
の
体
に
良
く
な
い
」
と
、

区
は
答
弁
し
て
い
ま
し
た
。

共
産
党
区
議
団
の
繰
り
返
し

の
質
問
と
子
ど
も
や
保
護
者

な
ど
の
強
い
声
に
押
さ
れ
、

０７
年
か
ら
普
通
教
室
へ
の
設

置
が
始
ま
り
、
今
年
度
は
中

学
校
の
特
別
教
室
に
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
来
年
度
、
小
学

校
の
特
別
教
室
に
も
設
置
さ

れ
ま
す
。

３０
人
学
級
へ
動
き
が
本
格
化

日
本
共
産
党
は
保
護
者
や

教
育
関
係
者
の
皆
さ
ん
と
と

も
に
３０
人
学
級
実
現
の
運
動

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

文
科
省
は
来
年
４
月
か
ら

小
学
一
年
生
で
３５
人
学
級
を

実
施
す
る
た
め
の
予
算
要
求

を
し
て
い
ま
す
。
中
学
３
年

ま
で
順
次
拡
大
し
、
さ
ら
に
、

３０
人
学
級
へ
と
す
す
め
る
計

画
で
す
。

子
宮
頸
が
ん
予
防

ワ
ク
チ
ン
無
料
に

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
混
合
ワ
ク
チ
ン
助
成
も
拡
大

予
防
効
果
が
大
き
い
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
対
す
る
助
成
拡

大
を
求
め
続
け
て
き
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
今
回
、
中

学
一
年
生
～
三
年
生
の
女
子

を
対
象
に
子
宮
頸
が
ん
予
防

ワ
ク
チ
ン
が
無
料
と
な
り
ま

し
た
。

ま
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
に
対
す
る
助
成
が
拡

充
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
子

ど
も
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
用
へ
の
助
成
を
求
め

て
い
ま
す
。

今
議
会
に
、
教
育
委
員

の
選
任
同
意
を
求
め
る
区

長
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

公
明
元
区
議
を
教
育
委
員

に
選
任
す
る
も
の
で
す
。

江
東
区
に
は
教
育
委
員

会
、
監
査
委
員
会
、
選
挙

管
理
委
員
会
の
３
つ
行
政

委
員
会
が
あ
り
ま
す
が
、

各
委
員
会
ポ
ス
ト
の
ひ
と

つ
を
公
明
党
元
区
議
が
長

年
独
占
し
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
あ
り
方
に
区
民

か
ら
「
ま
る
で
指
定
席
の

よ
う
に
特
定
政
党
の
元
議

員
が
た
ら
い
ま
わ
し
す
る

の
は
お
か
し
い
」
と
の
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

民
主
議
員
は
決
算
委
員

会
で
「
教
育
委
員
の
中
に

教
育
に
携
わ
っ
た
人
、
学

識
経
験
者
が
い
な
い
の
は

問
題
だ
」
と
区
に
迫
っ
て

い
ま
し
た
が
、
結
局
、
区

長
提
案
に
賛
成
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。

２１
年
度
決
算
は
、
東
京
都

か
ら
の
交
付
金
（
財
政
調
整

交
付
金
）
が
大
幅
に
減
収
し

な
が
ら
も
４４
億
円
の
黒
字
、

基
金
総
額
も
８
０
８
億
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
２１
年
度
は
、
住
民
税

の
連
続
増
税
に
対
す
る
負
担

軽
減
対
策
が
す
べ
て
終
わ

り
、
住
民
税
や
そ
れ
と
直
結

す
る
国
保
料
が
「
高
負
担
」

と
し
て
定
着
し
た
年
。
特
に

年
金
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
負

担
は
耐
え
難
い
と
指
摘
。
区

議
団
は
、
２１
年
度
の
高
齢
者

の
増
税
分
が
１４
億
円
も
あ
る

こ
と
を
示
し
、
重
度
介
護
手

当
の
創
設
（
年
予
算
２
億
４

千
万
円
）
や
６５
歳
以
上
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を

無
料
（
同
５
千
万
円
）
に
す

る
よ
う
区
に
迫
り
ま
し
た
。

区
は
、
「
現
金
支
給
は
し
な

い
」
と
答
弁
、
高
齢
者
に
冷

た
い
姿
勢
を
変
え
ま
せ
ん
で

し
た
。

１０
月
４
日
〜
８
日
の
五
日
間
に
わ
た
り
、
平
成

２１
年
度
の
江
東
区
決
算
審
査
特
別
委
員
会
が
開
か

れ
、
区
議
団
は
、
切
実
な
住
民
要
求
の
実
現
に
向

け
て
論
戦
を
行
い
ま
し
た
。

江
東
区
で
は
人
口
増
加
の

影
響
も
あ
り
、
特
別
支
援
教

室
（
障
害
児
学
級
）
や
通
級

学
級
（
普
段
は
普
通
教
室
に

通
い
、
必
要
な
時
間
数
だ
け

特
別
な
授
業
を
受
け
る
）
に

通
う
子
ど
も
が
増
加
し
て
い

ま
す
。

大
つ
き
議
員
は
、
特
別
支

援
学
級
が
不
足
し
て
い
る
大

島
や
北
砂
、
今
後
も
人
口
が

増
加
す
る
南
部
地
域
で
、
特

別
支
援
教
室
を
設
置
す
る
学

校
を
増
や
す
こ
と
、
ま
た
、

通
級
学
級
の
「
こ
と
ば
と
聞

こ
え
の
教
室
」
を
早
急
に
増

設
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し

た
。

商
店
街
装
飾
灯
の
電
気
代

の
補
助
率
は
、
商
店
街
に
よ

っ
て
１８
％
も
あ
れ
ば
７５
％
も

あ
る
な
ど
、
大
き
く
か
い
離

し
て
い
ま
す
。

正
保
議
員
は
、
「
商
店
街

の
営
業
が
終
了
し
た
か
ら
と

い
っ
て
夜
７
時
に
消
灯
す
れ

ば
、
街
路
灯
・
防
犯
灯
が
１

本
も
設
置
さ
れ
て
な
い
商
店

街
路
は
真
っ
暗
に
な
る
。
本

来
行
政
が
街
路
灯
を
設
置
し

全
額
電
気
代
を
負
担
す
べ

き
」
と
、
地
域
貢
献
し
て
い

る
商
店
街
の
装
飾
灯
電
気
代

は
全
額
を
区
が
補
助
す
る
よ

う
求
め
ま
し
た
。

今
議
会
に
区
長
か
ら
、

こ
れ
ま
で
高
齢
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
を
管
理
運
営
し
て

き
た
江
東
区
社
会
福
祉
協

議
会
か
ら
、
別
の
事
業
者

に
委
託
先
を
変
更
す
る
議

案
が
提
案
さ
れ
、
先
日
開

か
れ
た
厚
生
委
員
会
で
審

議
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
の

中
で
各
会
派
か
ら
「
委
託

先
を
変
え
る
必
要
性
は
あ

る
の
か
」「
利
用
者
の
評
価

は
」「
区
や
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
は
確

保
で
き
る
の
か
」
と
い
う

質
問
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

区
は
、
「
利
用
者
の
評

価
は
現
状
で
特
段
の
問
題

は
無
い
」
と
答
弁
。
日
本

共
産
党
は
「
地
域
の
利
用

者
と
馴
じ
み
が
あ
り
評
価

も
高
い
社
会
福
祉
協
議
会

か
ら
変
更
す
る
理
由
は
な

い
」
と
主
張
。
日
本
共
産

党
以
外
の
す
べ
て
の
会
派

は
賛
成
し
ま
し
た
。

中
小
企
業
は
、
日
本
経
済

の
根
幹
で
地
域
経
済
か
ら
も

そ
の
対
策
が
重
要
で
す
。
し

か
し
江
東
区
の
中
小
企
業
予

算
・
決
算
は
１４
億
円
程
度
で

他
区
の
半
額
と
低
く
東
部
５

ブ
ロ
ッ
ク
の
墨
田
、
江
戸
川
、

足
立
、
葛
飾
区
と
比
較
し
て

も
金
額
も
一
般
会
計
に
占
め

る
割
合
で
も
最
低
で
す
。
斉

藤
議
員
は
、
中
小
企
業
予
算

を
増
や
し
て
商
店
街
の
空
き

店
舗
対
策
、
装
飾
灯
電
気
代

の
全
額
補
助
、
小
規
模
事
業

者
登
録
制
度
の
実
施
、
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
な
ど
を
求

め
ま
し
た
。

四
つ
め
通
り
（
都
道
）
に

架
か
っ
て
い
る
豊
住
橋
は
急

勾
配
で
見
通
し
が
悪
く
、
車

の
事
故
が
頻
発
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
急
坂
に
な
っ
て

い
る
た
め
、
車
い
す
の
方
や

高
齢
者
は
渡
る
の
が
困
難
な

状
態
で
す
。
赤
羽
目
議
員
は
、

地
元
地
域
で
改
修
を
求
め
る

署
名
が
集
め
ら
れ
て
い
る
な

ど
要
求
は
大
き
い
、
区
と
し

て
も
一
日
も
早
く
改
修
を
行

う
よ
う
都
に
求
め
る
よ
う
質

し
ま
し
た
。
「
区
と
し
て
も

要
望
し
て
い
く
」
と
答
弁
し

ま
し
た
。

江
東
区
は
要
介
護
度
３
以

上
の
必
要
な
人
に
紙
お
む
つ

の
支
給
を
し
て
い
ま
す
。
き

く
ち
議
員
は
介
護
度
が
低
く

て
も
必
要
な
人
に
は
支
給
す

べ
き
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、

入
院
時
な
ど
の
現
金
支
給
額

７
５
０
０
円
は
実
態
に
合
わ

せ
て
引
き
上
げ
る
よ
う
求
め

ま
し
た
。

区
は
「
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
、

診
断
書
な
ど
の
提
出
で
支
給

す
る
」
「
現
金
支
給
額
の
引

き
上
げ
は
考
え
て
な
い
」
と

答
弁
し
ま
し
た
。

失
業
や
売
り
上
げ
の
減

少
、
家
族
の
病
気
な
ど
で
区

税
の
納
付
が
困
難
に
な
っ
た

と
き
は
、
納
付
の
猶
予
や
、

延
滞
金
減
免
の
制
度
が
あ
り

ま
す
。
と
こ
ろ
が
区
民
に
は

こ
の
制
度
が
知
ら
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
ま
た
１４
・
６５
％
と

い
う
延
滞
金
利
も
高
す
ぎ
ま

す
。厳

し
い
取
立
て
の
一
方

で
、
生
活
が
苦
し
く
な
っ
た

と
き
の
救
済
制
度
を
知
ら
せ

な
い
の
は
不
公
正
と
指
摘
。

減
免
制
度
の
周
知
徹
底
を
求

め
ま
し
た
。

区
は
「
相
談
に
来
れ
ば
対

応
す
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

区
内
の
解
体
現
場
で
、
工

場
等
の
屋
根
や
外
壁
に
多
用

さ
れ
て
い
る
「
石
綿
ス
レ
ー

ト
」
・
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
建

材
（
都
条
例
で
手
作
業
解
体

・
粉
砕
禁
止
）
を
高
所
か
ら
投

捨
て
粉
砕
、
シ
ー
ト
囲
い
も

な
い
大
型
重
機
に
よ
る
「
ミ

ン
チ
解
体
」
事
件
が
起
こ
っ

た
。
区
内
２
年
間
の
解
体
工

事
は
５
５
０
件
近
く
だ
が
、

区
へ
の
届
出
に
は
ア
ス
ベ
ス

ト
含
有
建
材
の
記
載
が
ほ
と

ん
ど
な
い
と
指
摘
。
記
載
事

項
の
義
務
化
や
現
場
パ
ト
ロ

ー
ル
実
施
で
安
全
確
保
を
要

求
、
区
は
検
討
中
と
答
弁
。

司
法
修
習
生
に
国
が
給
料
を
払
う

給
費
制
度
が
廃
止
さ
れ
る
事
態
に
な

っ
て
い
ま
す
。
日
弁
連
は
、
「
金
持

ち
し
か
法
律
家
に
な
れ
な
く
な
る
」

と
反
対
。運
動
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

実
際
、
経
済
的
負
担
の
大
き
さ
な
ど

で
法
律
家
希
望
者
が
急
速
に
減
っ
て

い
る
の
が
実
情
で
す
。
日
本
共
産
党

区
議
団
が
提
出
し
た
意
見
書
は
、
憲

法
と
人
権
を
守
り
国
民
に
信
頼
さ
れ

る
法
曹
を
育
て
る
た
め
、
同
制
度
を

存
続
さ
せ
る
た
め
の
法
改
正
と
財
政

措
置
を
強
く
求
め
る
も
の
で
す
。

第
４
回
定
例
会
の
予
定

１１
／
２５

本
会
議

２６

本
会
議

３０

企
画
総
務
委
員
会

１２
／
１

厚
生
委
員
会

建
設
委
員
会

２

区
民
環
境
委
員
会

文
教
委
員
会

６

清
掃
臨
海
部
対
策

７

防
災
ま
ち
づ
く
り

８

南
北
交
通
対
策

９

医
療
介
護
保
険

１４

本
会
議
（
最
終
日
）

豊
住
橋
の
タ
イ
コ
橋

改
修
を
都
に
求
め
よ

正
保
み
き
お
議
員

共産提案「司法修習生の給費制度
の存続を求める」意見書が可決

２０１０年度第３回定例会 議案に対する態度

市民

○

×

○

○

○

○

○

×

○印は賛成 ×印は反対
今定例会には区長から３９件の議案が提出され、日本共産党は３０件に
賛成、９件に反対しました。

民主ク

○

○

○

○

○

○

○

○

公明

○

○

○

○

○

○

○

○

自民ク

○

○

○

○

○

○

○

○

共産

○

×

○

○

○

○

×

×

主な議案

２０１０年度 一般会計補正予算

２００９年度 一般会計決算 外３特別会計

町区域の一部変更について

水防又は応急措置の業務に従事し
た者の損害補償に関する条例の一
部を改正する条例

公衆便所条例の一部を改正する条例

小・中学校仮校舎（旧南砂西小学
校）改修工事請負契約

老人福祉センターの指定管理者の
指定について
（社会福祉協議会から民間へ委託）

江東区教育委員会委員選任同意方
について

赤
羽
目
た
み
お
議
員

区
民
の
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
実
現
し
ま
し
た

２００９年度

決算委員会での各議員の質問から

斉
藤
信
行
議
員

中
小
企
業
予
算
を
引
き

上
げ
施
策
の
拡
充
を

そえや良夫議員
区税納付期限猶予並び
に延滞金の減免制度を
周知せよ

３
つ
の
行
政
委
員
ポ
ス
ト
が

公
明
元
区
議
の
指
定
席
に

老人福祉センター

社会福祉協議会から

委託先変更する必要あるの？

きくち幸江議員

紙オムツは介護２以下
でもケースにより支給

商
店
街
装
飾
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すがや俊一議員
アスベスト含有建材の解体工事

住民・現場従事者の
安全確保を
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